
【はぁとふるグループ健康経営の基本情報】

（2025年度末時点のデータ）

【目標】 適正体重者率を80％

【理由】 健康な生活を送るには、健康な身体作りが必要である。知識に伴う栄養、根拠に基づく運動知識を身につけ、職員が健康に生活できるために、適正体重者率を増やす。

【社会的説明】 運動器のケアを推奨する施設として、適正な情報を発信し、自らが模範となる健康な体つくりを目指す必要がある。

【戦略マップ】

男性：38.0％、女性62.0％

44.3歳

　大阪府　羽曳野市/八尾市/大阪市

従業員等の男女比率

従業員等の平均年齢

拠点

人的健康資源

健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・
行動変容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関する
指標

健康投資効果
健康経営で解決したい経営課題

管理栄養士監修による
計算された食事

健康診断
ワクチン接種

法人内メディカル
フィットネス
利用促進

様々な効果に関連する
健康投資（＊）

健康診断受診率100％

ワクチン接種希望者への
接種

食堂利用者数の増加

メディカルフィットネス利用
者数の増加

ロコモ有病者減少
ロコモ検診実施

健康診断実施

アンケートの実施

インフルエンザワクチン
新型コロナワクチン接種

キャンペーン実施

設備投資

不健康や疾病に
よる生産性低下

の防止

休暇制度 法人内メディカル
フィットネス 健康経営に関する理念

健康管理システム健康経営に対する経営
者・役員のコミットメント

環境健康資源

組織風土

健康資源

従業員等1人当出勤はしているものの、健康上の問題によって
完全な業務パフォーマンスが出せない状況

プレゼンティーイズム

傷病による欠勤

アブセンティーイズム

適正体重維持者率 喫煙者比率 有給休暇取得日数

法人内メディカルフィット
ネス利用者数

プレゼンティーズムの低減

ワーク･エンゲイジメント
の向上

アブセンティーズムの低減

ロコモによる退職者ゼロ

有所見者数
精密検査比率の減少

職場でクラスターを
発生させない

職員の安全を守り
働きやすい職場
環境を整備

所定外労働時間 平均勤続年数 ストレスチェック受検率 朝食欠食率 ロコモ有病率

運動習慣比率 育休取得者数腰痛による労災件数 飲酒習慣率 アブセンティーズム プレゼンティーズム ワーク・エンゲイジメント

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状
況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

血糖・血圧リスク者減少

運動習慣比率の向上

筋骨格系の労災発生なし運動習慣の定着

朝礼時の体操実施

会社と従業員が相互に結びつき互いに貢献しながら成長すると
いった、いわば「相思相愛」をあらわす概念です

ワークエンゲイジメント


